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 糸島地区（糸島半島）では、冬の風物詩であるカキ小屋の人気に併せ
て、カキ養殖が盛んとなり、地域の重要な産業の一つとなっている。 

 

 カキ養殖が盛んになるとともに、水揚げ時やカキ小屋から出るカキ殻
等廃棄物が増加。その処理については、糸島クリーンセンターで溶融
処理をしていた。 

 

 水分（塩分）を含むカキ殻の処理は、排出方法や溶融コストなど、生
産者や自治体に大きな負担をかけていた。 

 

 平成21年度に、焼カキ殻のリサイクル実証実験を行い、約120t（糸島
80t,唐泊40t）を削減したが廃棄物の大半を占める「へい死したカキ
や小型貝、付着生物」等については、溶融処理を行っていた。 

 

 平成22年度から糸島地区カキ殻リサイクル研究会を立ち上げ、へい死
カキや小型貝をリサイクルする取り組みを開始した。 
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研究目的 
 ・カキ養殖にともない発生するカキ殻廃棄物（焼カキ殻、へい死カキ殻、小型カキ殻）をリサイク

ルし、土壌改良材として活用するシステムの構築 



平成22年度 
・効率的な分別、回収方法の検討 
・土壌改善効果の確認 
・排出実態の把握 
・付着物の組成の把握 
・乾燥、粉砕に関する技術開発 

平成23年度 
・製造方法の確立 
・目標価格の設定 
・製品の品質評価 
・販売方法の決定 



分析結果（ｗｔ％） 

成分名 イガイ フジツボ 白ホヤ カイメン 

ＣＡＣＯ３ ９３．７９ ９３．６７ ５１．８１ ８１．６１ 

Ａｌ２Ｏ３ ０．０８ ０．２３ ３．３２ １．２２ 

Ｂｒ ０．０１ ０．０１ ０．０９ ０．０４ 

Ｃｌ １．８０ ０．９４ １４．８６ ４．６０ 

Ｆｅ２Ｏ３ ０．０３ ０．０７ １．２１ ０．４７ 

Ｉ ０．０４ 

Ｋ ０．２０ ０．１３ １．７３ ０．６１ 

ＭｇＯ ０．５５ ０．８６ ３．２９ １．２０ 

ＭＮＯ２ ０．０３ 

Ｎａ １．８９ １．３３ ９．７３ ３．９２ 

Ｐ２Ｏ５ ０．３２ ０．２２ ０．９７ ０．４６ 

ＳｉＯ２ ０．２１ ０．５２ ６．９２ ２．５９ 

ＳＯ３ １．００ １．６１ ５．７６ ２．４９ 

ＳｒＯ ０．１２ ０．４１ ０．２４ ０．７２ 

ＴｉＯ２ ０．０６ 

ＺｎＯ ０．０１ ０．０１ 

（福岡県工業技術センター 蛍光Ｘ線分析） 

種類ごとの成分組成（ｗｔ％） 



（福岡県工業技術センター調べ） 

種類ごとの水分率 

種類 水分率 強熱減量 

イガイ ５０．４％ ２７．５５％ 

フジツボ ３２．９％ １９．７０％ 

白ホヤ ８９．９％ ４６．６４％ 

カイメン ７１．１％ ４２．５０％ 

種類 水分率 

焼カキ 41.6～54.3％ ４７．０％ 

カキ粉砕 50.8～59.3％ ５５．０％ 

残渣 41.6～58.2％ ５０．３％ 



製造方法の確立 

•実証試験を行い、製造方法（工程）を確定し
た。 
 

 

 

 

•臭気の軽減のため、脱臭設備の付加が必要
と判明 
 

 

へい死カキ
殻の排出 

未粉砕で
受入 

キルン乾燥 粉砕 パッケージ 



製品の品質評価  外観（色、臭い）の評価 

焼カキ殻 へい死カキ殻 

色 白色 茶色 

臭い ほとんどしない 

アルカリ分 ４８％ ５２％ 

主成分 

ＣａＣＯ３ 
８９．０％ ９３．７％ 

・福岡県工業技術センターに「へい死カキ殻試作品」の成分分析を依頼 

焼きカキ殻 

シーライム 

へい死カキ殻 

試作品 

見た目が違うものの、成分的には現行品（シーライム）と同等である 



販売方法の決定 
・品質と価格を踏まえた販売方法の決定 

商品案 原料 現時点での評価 

シーライムへ 
ブレンド 

焼きカキ殻＋ 
へい死カキ殻 

△ ・シーライムは焼カキ殻のイメージ
が強い 
・白色のため、へい死カキ殻の茶色
が混合すると、シーライムのブラン
ド価値が低下する恐れあり。 

シーライム姉妹品 へい死カキ殻 
単体 

△ ・成分的には、シーライムに劣るも
のではない。 
・茶色ベースとなり、シーライムとともに
ブランド価値を落とすおそれ 

へい死カキ殻と
他のものを混合し
新商品化 

へい死カキ殻 
＋海藻など 

○ ・付加価値を付けて販売できる可能性
あり 

他の貝殻等と混
合して新商品化 

へい死カキ殻＋ 
他所産カキ殻＋ 
他の貝殻等 

△ ・糸島市内の循環をアピールしにくい 
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